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(NF-kB)ligand(RANm )の発現を高め､仰 -畑 を介した破骨細胞-の分化を促進させるこ
とが報告されているo以上のことから､高コレステロール食の摂取に伴う過酸化脂質の増加






























































論 文 審 査 結 果 の 要 旨
高コレステロール食摂取により血清過酸化脂質は増加し､過酸化脂質が receptor
activatorofnuclearfactorkappaB(NF-kB)ligand(RANKL)の発現を高め､NF-kBを介した
破骨細胞-の分化を促進させると報告されている｡したがって､抗酸化物質であるビタ
ミンCは､高コレステロール食による血清過酸化脂質の増加を防ぎ､歯槽骨吸収を抑制
する可嘩性が考えられる｡本研究は､高コレステロール食を与えたラットにおいて､ビ
タミンC摂取が血清過酸化脂質と歯槽骨表面のRANKLとNF-kBの発現に対してどのよ
うに影響するのかを検討した｡
8適齢のラットを 4群に分け､対照群には標準食と蒸留水を､他の3群【高コレステロ
ール食群､ビタミンC(1g4)群､ビタミンC(2gn)群)には1%コレステロール配合食とビタ
ミンCを0､1､もしくは2gAの濃度で添加した蒸留水をそれぞれ用い12週間飼育した｡
その結果､血清過酸化脂質濃度は､高コレステロール食群で対照群よりも高く､ビタミ
ンC群では高コレステロール食群と比べ低かった｡セメントエナメル境から歯槽骨頂ま
での距離は､高コレステロール食群で対照群よりも長く､ビタミンC群では高コレステ
ロール食群よりいずれも短かった｡歯槽骨表面において､tartrate-resistantacidphosphatase
(TRAP)陽性破骨細胞数､RANKLおよびNF-kBの陽性細胞率は､高コレステロール食群
で対照群よりも高く､ビタミンC群では､高コレステロール食群と比べ､いずれも低か
った｡なお､総細胞数とosteoprotegrin陽性細胞率は､群間で有意な差はみられなかった0
本論文は､高コレステロール食摂取によるRANKLやNF-kBを介した歯周炎の進行の機
序およびそれに対するビタミンCの有効性を解明する上での重要な知見である｡したが
って､本論文は博士(歯学)の学位を授与する価値があるものと罷めた｡
